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1.はじめに	
 

	
 近年、我が国では、Facebook を始めとした
SNS 利用における、個人情報流出とそれを起因
としたトラブルが頻発している．SNS がより身
近な存在になっていく中、プライバシーと個人

情報の公開についての従来の考え方を、改める

必要があるとも指摘されている[1]． 
	
 そこで本研究では、プライバシー意識と

Facebook におけるプライバシー設定の差が、上
記のようなトラブルを引き起こす一因と仮定し、

大学生における Facebook の利用動向を調査・分
析した．なお、本研究におけるプライバシー設

定とは、「プロフィール登録した生年月日や連

絡先、投稿した近況や写真などの情報をどのユ

ーザにまで公開するかを設定すること」であり、

各項目に対して、「すべてのユーザ」、「友達

の友達」、「友達のみ」など、情報を公開する

範囲を決めることができる設定を指す．	
 

	
 その結果、プライバシー意識とプライバシー

設定の間には差が見られ、プライバシー設定の

度合いには、プライバシー意識が反映されない

項目があることが明らかとなった． 
	
 

2.Facebook における利用動向調査概要	
 

	
 2012 年 7 月 3 日〜7 月 4 日、青山学院大学社
会情報学部 1、2 年生（男性：120 名、女性：
117 名）を対象に、Google フォームを用いて、
プライバシー意識の度合いとプライバシー設定

の度合いの関係性をアンケートによって調査・

分析した． 
	
 なお、プライバシー意識を図る尺度として、

佐藤(2009)が開発した、インターネット版プライ
バシー尺度（Multi-dimensional Privacy Scale for 
Internet users; 以下 MPS-I）を用いた[2]．	
 
	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 MPS-I とは、個人情報を、①友人関係や悩み事
などに関する「自伝的情報カテゴリ」、②出身

地や職業などに関する「属性情報カテゴリ」、

③住所や本名などに関する「識別情報カテゴ

リ」、④暗証番号やパスワード等に関する「暗

証情報カテゴリ」に分類し、それぞれのカテゴ

リに対して、プライバシー意識を図る尺度であ

る．	
 

	
 本調査では、それぞれのカテゴリ内の項目に

おけるプライバシー意識の度合い（知られたく

ない、どちらかというと知られたくない、どち

らかというと知られてもよい、知られてもよ

い）を尋ね、それぞれ数値化（3、2、1、0）し
た．同様に、プライバシー設定の度合い（非公

開、一部の人にみられる限定公開、誰もが見ら

れる公開設定、設定を一度もしたことがない）

も尋ね、それぞれ数値化（3、2、1、0）した上
で、それぞれのプライバシー意識と設定の度合

いにおける、相関係数を算出した． 
	
 なお、本論文では、自伝的情報カテゴリ、識

別情報カテゴリ、各カテゴリ内の平均とプライ

バシー設定の相関係数について述べる．	
 
 
3.プライバシー意識と設定の関係性	
 

(1)自伝的情報におけるプライバシー意識と設定	
 

	
 	
 の相関	
 

	
 自伝的情報における、プライバシー意識の度

合いとプライバシー設定の公開度合いの、相関

係数を算出した．プライバシー意識と設定にお

ける相関係数が正の場合、プライバシー意識の

高さとプライバシー設定の（限定公開の）度合

いが正の相関にある． 
	
 その結果、自伝的情報カテゴリにおけるプラ

イバシー意識とプライバシー設定の間には、有

意な相関がほとんど見られなかった．また、

「友人関係」に対するプライバシー意識と

Facebook における「友人」のプライバシー設定
の間においても、有意な相関は見られなかった．

つまり、設定に関わる、プライバシー意識とプ

ライバシー設定の関係性においても、差が見ら

れた（表 1）． 

Studies on the behavior of Facebook and the privacy conscious 
among university students 
–A case study in undergraduate students of Aoyama Gakuin 
University, school of social informatics – 
† Kazuya Takahashi, Ryo Ueno, Graduate school of Social 
Informatics, Aoyama Gakuin University 
‡ Yasuhiro Iijima, School of Social Informatics, Aoyama 
Gakuin University 
 
 

Copyright     2013 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.3-605

1ZA-5

情報処理学会第75回全国大会



 
表 1	
 自伝的情報におけるプライバシー意識と設	
 

	
 	
 	
 	
 	
 定の相関 

 
	
 

(2)	
 識別情報におけるプライバシー意識と設定	
 

	
 	
 の相関	
 

	
 識別情報における、プライバシー意識の度合

いとプライバシー設定の公開度合いの、相関係

数を算出した．識別情報におけるプライバシー

意識とプライバシー設定の公開度合いにおいて

は、「本名」に対するプライバシー意識と「学

歴」における、プライバシー設定等に有意な正

の相関が見られた． 
	
 その一方で、「顔写真」や「名前」に対する

プライバシー意識とプライバシー設定には、有

意な相関が見られなかった（表 2）．自伝的情報
と同様、設定に関わるプライバシー意識とプラ

イバシー設定の関係性においても、差が見られ

た． 
	
 

表 2 識別情報におけるプライバシー意識と設定	
 

	
 	
 の相関	
 

	
 
	
 

(3)各カテゴリにおけるプライバシー意識と設定	
 

	
 	
 の相関	
 

	
 MPS-I の各カテゴリにおける項目の得点の合計
を項目数で除し、各カテゴリの得点とした．そ

の上で、各カテゴリにおけるプライバシー意識

とプライバシー設定の相関係数を算出した． 

	
 その結果、属性情報におけるプライバシー意

識とプライバシー設定の幾つかの項目で、有意

な正の相関が見られた．その一方で、暗証情報

における、プライバシー意識とプライバシー設

定には、有意な負の相関が見られた．	
 

	
 また、自伝的情報、識別情報におけるプライ

バシー意識とプライバシー設定には、有意な相

関がほぼ見られなかった．	
 

	
 

表 3 各カテゴリにおけるプライバシー意識と設	
 

	
 	
 	
 	
 定の相関	
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4.おわりに	
 
	
 本研究によって、個人情報におけるプライバ

シー意識の中には、Facebook におけるプライバ
シー設定に影響を与える意識と影響を与えない

意識があることが、明らかになった．具体的に

明らかとなった点は、以下の 2点である． 
①「出身地」に対するプライバシー意識とプラ

イバシー設定の間に有意な正の相関が見られ、

設定に影響を与えるプライバシー意識があるこ

とが、明らかとなった． 
②「友人」、「顔写真」、「名前」に対するプ

ライバシー意識と Facebook におけるプライバシ
ー設定の間には、相関が見られなかった．この

ように、設定に関わるプライバシー意識とプラ

イバシー設定には差が見られた． 
	
 今後の研究課題としては、①より多くの母集

団における、プライバシー意識とプライバシー

設定の関係性の分析、②プライバシー設定に影

響を与える他要因の分析の 2点が挙げられる．	
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